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は
じ
め
に

『
中
論
』
は
後
漢
末
葉
の
い
わ
ゆ
る
「
建
安
七
子
」
の
一
人
、
哲
学
者
・

文
人
で
あ
っ
た
徐
幹
（
一
七

0
ー
ー
ー
ニ
―
七
年
）
が
著
し
た
論
文
集
で
あ

る
①
。
全
体
的
に
言
え
ば
『
中
論
』
は
、
治
政
の
崩
潰
を
ひ
き
お
こ
し
、

社
会
秩
序
を
楽
乱
す
る
諸
因
に
、
哲
学
的
糾
弾
を
加
え
、
か
つ
か
か
る
時

弊
を
匡
正
せ
ん
と
す
る
建
談
を
進
め
る
論
述
で
あ
る
。

徐
幹
の
思
想
上
の
支
柱
は
、
相
当
な
程
度
ま
で
、
儒
家
の
典
型
的
義
理

に
も
と
づ
く
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
徐
幹
は
、
決
し
て
「
純
然
た

る
儒
家
」
注
②
と
か
「
醇
儒
本
色
」
注
③
で
は
な
い
。
む
し
ろ
他
の
東
漠

時
代
の
思
想
家
と
同
様
に
、
徐
幹
も
諸
派
（
道
・
法
諸
思
想
）
の
影
響
を

受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
思
想
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

な
お
、
『
中
論
』
は
大
部
分
の
歴
代
経
籍
志
、
藝
文
志
、
及
び
私
撰
の

書
目
で
は
、
子
部
・
儒
家
類
に
列
さ
れ
る
が
、
一
方
、
『
宋
史
』
．
毅
文

志
巻
二

0
五
及
び
錢
曽
『
述
古
堂
蔵
書
目
』
巻
二
で
は
雑
家
類
に
列
さ
れ

て
い
る
。
な
る
ほ
ど
『
中
論
』
に
お
け
る
賞
罰
・
勢
•
名
理
・
虚
・
因
・

神
明
等
々
の
諸
概
念
の
運
用
の
し
か
た
を
見
れ
ば
、
徐
幹
が
諸
家
説
を
渉

徐
幹
の

『
中
論
』

版
本
に
つ
い
て

狐
し
、
集
成
し
た
こ
と
は
、
明
瞭
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
彼
の
智
行

（
オ
性
）
観
を
見
る
と
、
儒
家
の
本
色
を
反
映
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
折

衷
的
な
い
し
維
家
的
思
想
の
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
徐

幹
の
思
想
は
、
決
し
て
一
元
的
な
い
し
平
板
的
に
把
握
さ
れ
る
べ
き
で
は

な
い
。さ
ら
に
、
『
中
論
』
に
お
け
る
最
も
注
目
す
べ
き
哲
学
的
な
概
念
は
、

随
処
に
で
て
く
る
「
名
実
」
で
あ
る
。
そ
れ
と
「
智
行
」
と
い
う
概
念
を

め
ぐ
る
徐
幹
の
論
縮
は
、
や
が
て
魏
晉
時
代
の
き
わ
め
て
中
心
的
な
二
つ

の
論
題
、
即
ち
「
名
理
」
や
「
オ
性
」
に
は
い
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。
甚

だ
し
き
に
至
っ
て
は
、
「
徐
幹
…
開
漠
魏
之
際
名
理
之
学
的
先
河
」
注
④

と
言
う
見
解
も
あ
る
。

さ
て
、
最
近
数
年
、
『
中
論
』
版
本
の
こ
と
に
言
及
す
る
専
著
や
論
文

が
若
干
出
版
さ
れ
た
注
⑤
が
、
い
ず
れ
も
ま
だ
不
十
分
な
点
が
あ
る
の
で
、

本
稿
は
そ
の
補
足
的
報
告
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

ジ

ョ

ソ

メ

イ

カ

ム

(17) 
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『
群
書
治
要
』
に
載
っ
て
い
る
二
篇
節
文

一
、
篇
数
に
つ
い
て

『
群
書
治
要
』
巻
四
十
六
及
び
『
意
林
』
巻
五
に
お
け
る
『
中
論
』
の

節
文
は
、
『
中
論
』
本
文
の
最
古
の
現
存
文
献
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
群

書
治
要
』
で
は
、
二
十
篇
で
構
成
さ
れ
て
い
る
諸
現
行
本
に
載
っ
て
い
な

い
二
篇
の
侠
文
（
即
ち
、
後
述
の
復
三
年
喪
篇
と
制
役
篇
と
）
も
節
録
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
中
論
』
無
名
氏
序
と
『
文
選
』
巻
四
十

ニ
に
お
け
る
曹
王
『
与
呉
質
書
』
の
李
善
注
と
に
よ
れ
ば
、
原
書
は
二
十

篇
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
二
篇
の
存
在
は
、
二
十
篇
説

に
対
し
て
、
矛
盾
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
十
篇
説
は
、
ほ
と

ん
ど
誤
り
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
の
資
料
を
整
理
す
る
と
、
左

の
通
り
で
あ
る
。

（
甲
）
『
三
国
志
』
巻
二
十
一
の
袈
注
に
引
用
さ
れ
た
『
魏
略
』
『
三

国
志
』
同
巻
の
本
文
、
及
び
『
文
選
』
巻
四
十
二
、
こ
の
三
書
と
も
に
載
っ

て
い
る
『
与
呉
質
書
』
に
は
、
い
ず
れ
も
「
中
論
二
十
餘
篇
」
と
著
録
さ

れ
て
い
る
。

（
乙
）
『
貞
観
政
要
』
．
悔
過
篇
に
、
「
朕
昨
見
徐
幹
中
論
復
三
年
喪

篇
。
義
理
甚
深
、
恨
不
早
見
此
書
。
」
と
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
唐
初
ま

で
、
復
三
年
喪
篇
は
、
た
し
か
に
ま
だ
『
中
論
』
の
一
篇
と
さ
れ
て
い
る

と
言
え
よ
う
。

（
丙
）
『
郡
斎
読
書
志
』
巻
十
で
は
、
李
猷
民
（
字
は
淑
で
あ
り
、

マ
マ

『
郡
耶
書
目
』
を
撰
し
た
）
を
引
用
し
、
「
別
本
有
復
三
年
・
制
役
二
篇
」

と
あ
る
。

こ
れ
ら
資
料
中
の
篇
名
は
、

の
内
容
を
見
る
と
、
篇
名
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
篇
は
原
書
に
載
っ

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
原
書
は
、
二
十
餘
篇
で
構
成
さ
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

二
、
巻
数
に
つ
い
て

『
中
論
』
は
何
巻
で
あ
る
の
か
。

と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
記
載
が
あ
る
。

巻『
隋
書
』
。
経
籍
志
巻
三
十
四
で
引
用
さ
れ
て
い
る
梁
代
の
目
録
（
未

詳
）
の
記
載
。

二
巻
（
甲
）
『
郡
斎
読
書
志
』
（
晶
公
武
に
よ
る
そ
の
序
は
一
―
五
一
年
の

日
付
で
あ
る
）
巻
十
の
記
載
。

（
乙
）
石
邦
哲
の
一
―
五
八
年
『
中
論
』
識
（
現
行
本
で
は
、
一
五
〇

二
年
黄
紋
刻
本
で
最
初
に
補
録
さ
れ
て
い
る
。
後
述
）
に
よ
れ
ば
、
石
が

朱
丞
本
の
『
中
論
』
を
借
り
て
校
し
た
と
言
う
。
陸
友
（
字
は
友
仁
）
の

一
三
二
三
年
の
記
（
石
識
と
並
附
）
に
よ
れ
ば
、
石
邦
哲
に
よ
り
手
校
さ

れ
た
そ
の
朱
丞
本
は
、
二
巻
二
十
篇
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
石
邦
哲
本
が
、

陸
友
仁
の
手
に
よ
り
刊
本
と
な
っ
て
出
さ
れ
た
否
か
に
つ
い
て
は
、
大
き

な
疑
問
が
残
っ
て
い
る
。

（
丙
）
『
直
斎
書
録
解
題
』
巻
九
の
記
載
°

一
、
こ
、
五
、
六
、
七
、
八
、
十
巻

(18) 
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六
巻
（甲）
（乙）
（丙）
（丁）
（戊）

五
巻錢
曽
『
虞
山
錢
遵
王
蔵
書
目
録
彙
編
』
（
橿
鳳
起
編
・
古
典
文
学
出
版

社
・
上
悔
•
一
九
五
八
年
・
―
二
四
頁
）
の
記
載
。
な
お
『
隋
書
』
巻
三

十
五
に
『
徐
幹
集
』
五
巻
の
記
載
も
あ
る
。

（丁）
（戊）

『
意
林
』
巻
五
の
記
載
。

『
隋
書
』
•
経
籍
志
巻
三
十
四
の
記
載
。

『
崇
文
総
目
輯
秤
』
巻
三
の
記
載
。

『
新
唐
書
』
巻
五
十
九
の
記
載
。

『
建
安
七
子
集
』
・
『
中
論
』
目
録
、

七
巻
『
文
猷
通
考
』
巻
二
百
九
に
は
、
「
崇
文
総
目
七
巻
」
と
記
録
さ
れ
て

い
る
。
前
掲
の
『
崇
文
総
目
輯
繹
』
で
は
六
巻
と
あ
る
の
と
差
違
が
あ
る
。

八
巻高
似
孫
『
子
略
』
巻
一
に
収
め
ら
れ
て
い
る
仲
容
（
字
は
子
仲
、
四
七

六
ー
ー
上
五
四
九
年
）
『
子
紗
』
の
記
載
。

『
玉
海
』
巻
六
十
の
記
載
。

『
文
献
通
考
』
巻
二
百
九
の
記
載
。

十
六
表
ー
ニ
十
八
表
。

十
巻
（
甲
）
『
宋
史
』
・
座
文
志
巻
二
百
五
の
記
載
。

（
乙
）
『
玉
海
』
巻
六
十
二
に
引
用
さ
れ
た
『
中
興
書
目
』
の
記
載
。

三
、
諸
現
行
版
本
に
つ
い
て

諸
現
行
版
本
を
大
き
く
分
け
る
と
、
二
巻
と
六
巻
と
の
二
種
類
が
あ
る
。

二
巻
版
本

（
子
）
無
求
備
斎
蔵
本

こ
の
刊
本
に
は
、
無
名
氏
及
び
曽
齋
（

O
-
九
ー
ー
｀
一

0
八
三
年
）

の
日
付
け
の
な
い
序
が
つ
い
て
い
る
。
台
湾
の
無
求
備
斎
の
主
人
で
あ
る

厳
盛
峯
が
蔵
有
す
る
こ
の
珍
本
は
、
最
古
の
現
行
版
本
と
さ
れ
て
い
る
注

⑥。
一
九
七
三
年
三
月
十
三
日
の
『
國
語
日
報
』
・
副
刊
に
載
っ
て
い
る
厳

痰
峯
『
無
求
備
斎
見
蔵
徐
幹
中
論
題
記
』
に
、
「
明
弘
治
十
五
年
壬
戌
呉

マ
マ

縣
黄
華
卿
重
刊
元
至
治
三
年
陸
友
仁
所
刊
(
?
)
宋
紹
典
二
十
八
年
石
邦

哲
校
朱
丞
本
…
。
無
求
備
斎
本
…
比
弘
治
本
紙
質
細
薄
、
字
憫
似
在
南
宋
、

元
、
明
刻
本
之
間
」
と
あ
る
。
だ
が
、
南
宋
よ
り
明
に
か
け
て
は
、
五
〇

0
年
も
長
い
間
で
あ
る
。
か
か
る
年
代
鑑
定
説
は
不
十
分
で
あ
る
。

な
お
、
厳
盛
峯
は
、
「
此
本
為
弘
治
本
之
祖
本
」
と
も
主
張
す
る
。
し

か
し
そ
の
唯
一
の
証
拠
は
、
即
ち
無
求
備
斎
本
の
無
名
氏
序
・
貴
瞼
篇
の

数
個
所
で
補
槻
さ
れ
て
い
る
墨
釘
が
弘
治
本
に
は
完
全
な
文
字
と
し
て
出

て
く
る
と
い
う
だ
け
で
あ
っ
て
、
「
弘
治
本
所
補
刻
」
と
断
定
す
る
厳
説

の
根
拠
は
薄
弱
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
無
求
備
斎
本
の
曽
序
及
び
貴
言
・

(19) 
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藝
紀
・
暦
数
・
審
大
臣
・
慎
所
従
•
賞
罰
の
諸
篇
に
補
槻
さ
れ
て
い
る
墨

釘
は
、
弘
治
本
に
も
そ
の
ま
ま
墨
釘
の
ま
ま
で
出
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

も
し
無
求
備
斎
本
が
祖
本
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
弘
治
本
諸
序
・

篇
の
す
べ
て
の
個
所
の
墨
釘
が
完
全
な
文
字
と
し
て
補
刻
さ
れ
て
い
な
い

の
か
。
従
っ
て
、
前
述
の
無
求
備
斎
本
の
無
名
氏
序
・
貴
験
篇
に
墨
釘
と

し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
数
個
所
が
、
弘
治
本
に
完
全
な
文
字
と
し
て
あ
ら

わ
れ
て
い
て
も
、
厳
氏
の
説
が
正
し
い
と
は
断
定
で
き
な
い
。
そ
れ
よ
り

も
両
列
本
い
ず
れ
も
同
じ
系
統
の
底
本
に
も
と
づ
く
が
、
弘
治
本
が
も
と

づ
い
た
テ
キ
ス
ト
の
方
が
、
無
求
備
斎
本
が
も
と
づ
い
た
テ
キ
ス
ト
よ
り

も
、
よ
り
完
全
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
が
高
い
。
ど
ち
ら
の
方
が

よ
り
古
い
列
本
で
あ
る
か
、
明
確
に
は
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
丑
）
明
弘
治
本
十
五
年
(
-
五

0
二
年
）
黄
紋
（
字
は
華
卿
）
刻
本

こ
の
列
本
に
は
、
無
名
氏
序
、
曽
序
、
南
宋
紹
興
二
十
六
年
（
―
-
五

八
年
）
石
邦
哲
（
字
は
煕
明
）
識
注
⑦
、
元
至
治
三
年
(
-
三
二
三
年
）

陸
友
（
友
仁
）
注
⑧
、
及
び
明
弘
治
十
五
年
(
-
五

0
二
年
）
都
穆
『
書

新
刻
中
論
後
』
跛
が
つ
い
て
い
る
。
都
跛
に
よ
れ
ば
、
黄
紋
が
あ
ら
た
め

て
『
中
論
』
を
刻
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
現
在
、
豪
湾
の
中
央
研
究
院

歴
史
語
言
研
究
所
に
蔵
有
さ
れ
て
い
る
注
⑨
。

（
寅
）
明
嘉
靖
四
十
四
年
(
-
五
六
五
年
）
辞
晨
（
字
は
子
煕
）
校
本

こ
の
本
の
墨
釘
は
、
弘
治
本
と
一
致
す
る
の
で
弘
治
本
が
底
本
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
列
本
に
は
、
無
名
氏
序
、
曽
序
、
石
識
、
陸
記
及
び
都
跛

が
つ
い
て
い
る
。
ま
た
両
巻
の
首
葉
の
第
一
行
目
の
下
部
に
「
四
明
膵
晨

子
熙
校
正
」
と
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
嘉
靖
四
十
五
年
杜
思
序
に
よ
れ

ば
、
こ
の
列
本
が
杜
思
に
よ
り
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
こ
の
刊
本
は
、
一
九
一
九
年
上
悔
涵
芥
櫻
四
部
叢
列
景
印
本
、

一
九
二
九
年
四
部
叢
列
重
列
本
、
一
九
三
六
年
上
海
商
務
印
書
館
縮
印
四

部
叢
刊
本
及
び
一
九
六
七
年
蛋
北
藝
文
印
書
館
四
部
善
本
叢
書
景
印
本
の

底
本
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
現
在
最
も
通
行
し
て
い
る
列
本
と
言
え
る
。

（
卯
）
明
萬
暦
十
年
(
-
五
八
二
年
）
胡
維
新
に
よ
り
編
輯
さ
れ
た

『
両
京
遣
編
』
本
（
有
標
点
）

こ
の
刊
本
の
序
跛
は
、
（
寅
）
本
と
同
じ
で
あ
る
。
『
両
京
遣
編
』
に

収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
辰
）
明
萬
暦
二
十
年
(
-
五
九
二
年
）
程
榮
刻
本

序
跛
は
（
寅
）
と
同
じ
で
あ
る
。
一
五
九
二
年
『
漠
魏
叢
書
』
に
収
め

ら
れ
て
い
る
。

（
巳
）
明
萬
暦
二
十
年
(
-
五
九
二
年
）
孫
胤
奇
に
よ
り
検
閲
さ
れ
た

列
本曽
序
が
つ
い
て
い
る
。
何
允
中
『
廣
漠
魏
叢
書
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
注
⑩
。

（
午
）
清
乾
隆
五
十
六
年
（
一
七
九
一
年
）
王
誤
『
増
訂
漠
魏
叢
書
』
本

無
名
氏
・
曽
序
及
び
都
跛
が
つ
い
て
い
る
。
『
増
訂
漠
魏
叢
書
』
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。

（
未
）
咸
豊
四
年
(
-
八
五
四
年
）
錢
培
名
『
小
萬
巻
槻
叢
書
』
本

こ
の
刊
本
は
、
（
寅
）
本
と
同
じ
序
跛
が
つ
い
て
い
る
し
、
ま
た
同
本

を
底
本
と
し
な
が
ら
、
『
群
書
治
要
』
、
『
意
林
』
及
び
唐
、
宋
の
諸
類

書
に
よ
っ
て
校
訂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
札
記
二
巻
注
⑪
及
び

『
群
書
治
要
』
に
よ
る
逸
文
も
附
さ
れ
て
い
る
。
錢
培
名
『
小
萬
巻
櫻
叢

(20) 
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書
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
本
の
一
八
七
八
年
重
列
本
と

（
卯
）
本
と
は
、
一
九
三
五
年
列
『
叢
書
集
成
初
編
』
本
（
有
標
点
）
の

底
本
で
あ
る
。
一
九
六
八
年
列
憂
湾
商
務
印
書
館
『
國
学
基
本
叢
書
』
は
、

『
叢
書
集
成
初
編
』
本
の
景
印
本
で
あ
る
。

（
申
）
清
光
緒
元
年
（
一
八
七
五
年
）
『
子
書
百
家
』
本
（
有
標
点
）

曽
序
の
つ
い
て
い
る
こ
の
刊
本
は
、
湖
北
崇
文
書
局
『
子
書
百
家
』

（
別
名
は
『
百
子
全
書
』
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
補
閑
さ
れ
て
い
る
文

を
見
る
と
、
（
巳
）
本
あ
る
い
は
（
午
）
本
に
も
と
づ
い
た
列
本
で
は
な

い
か
と
さ
れ
て
い
る
。

（
酉
）
民
國
六
年
（
一
九
一
七
年
）
鄭
國
勲
の
『
龍
硲
精
舎
叢
書
』
本

序
跛
は
（
寅
）
本
に
つ
い
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
『
龍
硲
精
舎
叢

書
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
鄭
國
勲
の
銘
文
に
よ
れ
ば
、
「
用
元
陸
友
仁

本
校
刊
」
と
あ
る
注
⑫
。
従
っ
て
こ
の
列
本
は
、
営
時
の
最
古
の
伝
本
の

重
刻
本
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
問
題
は
あ
る
。
即
ち
、
陸
記
に
よ
れ
ば
、
「
今
本
二

巻
二
十
篇
。
宋
大
理
正
山
陰
石
邦
哲
手
校
題
識
。
邦
哲
字
煕
明
。
再
世
蔵

書
。
至
治
二
年
得
之
錢
塘
仇
遠
氏
。
明
年
夏
五
月
己
酉
平
原
陸
友
友
仁
甫

記
」
と
あ
り
、
新
刊
本
と
い
う
こ
と
に
言
及
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
檻

鋪
『
鐵
琴
銅
刻
槻
蔵
書
目
録
』
巻
十
三
が
述
べ
て
い
る
よ
う
な
「
陸
友
仁

蔵
宋
石
邦
哲
校
本
」
と
い
う
こ
と
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
前

引
の
池
田
論
文
は
、
「
こ
の
本
と
胡
本
と
を
比
べ
て
み
る
と
、
全
く
同
じ

と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
類
似
し
て
い
る
。
誤
字
俗
字
ま
で
ほ
ぽ
等
し
い
」
注

⑬
（
六
頁
）
と
述
ぺ
る
。

し
か
し
、
そ
こ
ま
で
疑
い
を
抱
く
必
要
が
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
幸
い
、

少
く
と
も
清
代
末
葉
に
は
、
元
列
本
は
ま
だ
存
在
し
て
い
た
と
い
え
る
証

披
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
張
文
虎
『
舒
築
室
禎
箪
』
巻
一
に
、

「
光
緒
丙
子
（
一
八
七
六
年
）
…
肺
（
視
）
我
元
人
放
宋
本
。
篇
目
与
今

本
無
異
…
今
附
識
其
字
句
之
不
同
者
（
『
小
萬
巻
叢
書
』
本
と
対
校
し
て
）

於
此
」
と
あ
る
。

以
下
続
け
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
文
句
の
ほ
匠
す
べ
て
は
、
こ
の
郷
刊
本

と
一
致
を
見
る
。
さ
さ
い
な
例
外
の
字
は
、
鄭
氏
が
他
列
本
の
異
文
に
従
っ

た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
う
。

し
て
み
る
と
、
お
そ
ら
く
鄭
氏
の
用
い
た
列
本
と
張
氏
の
見
た
刊
本
と

が
、
同
じ
陸
友
仁
の
重
列
し
た
石
邦
哲
に
よ
り
手
校
さ
れ
た
朱
丞
本
で
は

な
か
ろ
う
か
と
推
測
す
る
。

六
巻
版
本

（
甲
）
清
乾
隆
三
十
三
年
(
-
七
六
八
年
）
陳
朝
輔
に
よ
り
増
訂
さ
れ

た
『
建
安
七
子
集
』
三
餘
堂
刊
本

こ
れ
は
唯
一
の
現
行
の
六
巻
本
で
あ
り
注
⑭
、
明
崇
禎
十
一
年
(
-
六

三
八
年
）
楊
徳
周
に
よ
り
輯
定
さ
れ
た
『
建
安
七
子
集
』
本
に
も
と
づ
き
、

詩
、
賦
及
び
『
中
論
』
の
二
十
篇
は
並
列
さ
れ
て
い
る
。
二
十
篇
の
順
序

は
、
諸
二
十
篇
本
と
相
違
が
あ
る
。
異
文
は
『
群
書
治
要
』
及
び
『
績
後

漢
書
』
巻
六
十
九
に
載
っ
て
い
る
『
中
論
』
の
節
文
と
比
べ
て
み
る
と
類

似
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
六
巻
本
も
わ
り
あ
い
に
古
く
、
か
つ
二
巻

本
に
対
し
て
、
独
立
し
て
い
る
系
統
に
属
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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以
上
の
論
述
を
基
礎
に
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
三
種
に
整
理
で
き
よ
う
。

①
二
巻
本
の
う
ち
、
（
子
）
、
（
丑
）
、
（
寅
）
、
（
辰
）
、
（
巳
）
、

及
び
（
午
）
諸
本
は
、
―
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
見
な
し
得
る
。
ま
た
、
そ
の

グ
ル
ー
プ
と
近
い
関
係
が
あ
る
の
は
、
（
未
）
及
び
（
申
）
両
本
で
あ
る
。

②
（
卯
）
本
と
（
酉
）
本
と
。

③
六
巻
の
（
甲
）
本
°

な
お
、
定
本
を
決
め
る
に
は
、
①
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
、
最
古
の
伝
本
と

し
て
の
（
子
）
、
（
丑
）
両
本
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
―
つ
を
底
本
に
選
び
、

②
グ
ル
ー
プ
の
（
酉
）
本
、
③
グ
ル
ー
プ
の
（
甲
）
本
、
こ
の
三
本
を
、

校
勘
に
供
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

[
注
]

①
日
本
人
に
よ
る
『
中
論
』
の
研
究
論
文
と
し
て
は
、
下
記
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。

日
多
田
狙
介
『
中
論
』
訳
稿
上
、
下
。
『
日
本
女
子
大
学
紀
要
』
一

九
八
一
年
、
三
十
一
号
、
及
び
同
刊
、
一
九
八
二
年
、
三
十
二
号
。

口
池
田
秀
三
『
徐
幹
中
論
校
注
』
上
、
中
、
下
。
『
京
都
大
学
文
学
部

研
究
紀
要
』
、
一
九
八
四
年
、
二
十
三
号
、
一
九
八
五
年
、
二
十
四

号
、
及
び
一
九
八
六
年
二
十
五
号
。

国
串
田
久
治
『
徐
幹
の
政
論

I
賢
人
登
用
と
賞
罰
』
。
『
愛
媛
大
学

法
文
学
部
論
集
』
文
学
科
編
、
一
九
八
五
年
十
八
号
、
及
び
同
氏

『
幸
福
の
展
開
ー
—
徐
幹
の
ば
あ
い
』
同
論
集
、
一
九
八
六
年
十
九

号

②
狩
野
直
喜
『
魏
晉
学
術
考
』
（
筑
摩
書
房
•
一
九
六
八
年
・
一
―
五
頁
）
。

③
梁
榮
茂
『
徐
幹
思
想
研
究
』
一
三
九
頁
（
同
氏
『
徐
幹
中
論
校
繹
』
所

収
•
牧
童
出
版
社
。
台
北
。
一
九
七
九
年
）
。

④
『
哲
学
大
辞
典
・
中
国
哲
学
史
巻
』
。
（
上
海
辞
書
出
版
社
・
一
九
八

五
年
。
五
五
二
頁
）
。

⑤
例
え
ば
、
賂
建
人
『
徐
幹
中
論
研
究
』
（
蓋
湾
商
務
印
書
館
・
一
九
七

三
年
）
、
厳
盛
峯
『
周
秦
漠
魏
諸
子
知
見
書
目
』
（
蛋
北
。
中
正
書
局
・

一
九
七
三
年
・
巻
五
、
四
五
五
ー
ー
血
I

六
五
頁
）
、
上
掲
注
③
『
徐
幹
中

論
校
繹
』
及
び
同
氏
『
徐
幹
中
論
校
證
』
（
豪
北
・
牧
童
出
版
社
・
一
九

八
0
年
）
、
前
掲
池
田
秀
三
論
文
、
四
＇
~
七
頁
。

⑥
登
湾
中
央
圏
書
館
善
本
室
は
影
印
本
を
収
蔵
す
る
。

⑦
石
識
、
「
紹
興
二
十
八
年
戊
寅
清
明
日
候
朱
丞
本
、
校
子
博
古
堂
」
。

⑧
陸
記
、
「
今
本
二
巻
二
十
篇
。
宋
大
理
正
山
陰
石
邦
哲
手
校
題
識
。
邦

哲
字
熙
明
。
再
世
蔵
書
。
至
治
二
年
得
之
錢
塘
仇
遠
氏
。
明
年
夏
五
月
己

酉
平
原
陸
友
友
仁
甫
記
」
。

⑨
そ
の
黄
本
は
、
『
祁
亭
知
見
伝
本
書
目
』
巻
七
及
ぴ
『
鐵
琴
銅
細
槻
蔵

書
目
録
』
巻
十
三
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
『
雙
鑑
槻
善
本
書
』
巻

三
で
は
、
明
弘
治
年
間
、
八
行
十
六
字
の
『
中
論
』
列
本
も
著
録
さ
れ
て

い
る
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
列
本
も
黄
紋
刻
本
で
あ
ろ
う
。

⑩
こ
の
flj
本
は
、
無
名
氏
『
説
海
彙
編
』

Tlj
本
に
収
め
ら
れ
て
い
る
孫
胤

奇
に
よ
り
検
閲
さ
れ
た
本
と
同
じ
で
あ
る
。
ど
ち
ら
が
最
初
な
の
か
、
未

詳
で
あ
る
。

⑪
前
掲
池
田
論
文
七
頁
注
三
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
「
『
龍
硲
精
舎
』

(22) 



215 

（
一
九
一
七
年

f
U
I執
筆
者
）
本
に
も
こ
の
札
記
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
目
録
に
は
陳
鱚
の
撰
と
し
て
あ
る
。
な
ぜ
陳
鱚
と
す
る
の
か
は
不
明

で
あ
る
」
と
あ
る
。

⑫
前
掲
池
田
論
文
、
五
—
ー
ー
六
頁
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
「
我
々

は
こ
こ
に
か
の
元
本
を
そ
の
ま
ま
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」
。
し

か
し
、
た
と
え
本
当
の
元
本
を
用
い
た
と
言
っ
て
も
、
結
局
、
鄭
の
手
で

校
ffJ
を
加
え
た
と
い
う
明
記
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
と
き
他
刊
本
を
参
考
し

て
、
校
勘
を
加
え
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

⑬
池
田
論
文
の
こ
の
指
摘
は
、
『
龍
硲
精
舎
叢
書
』
本
が
胡
本
の
重
刻
本

に
過
ぎ
な
い
と
い
う
疑
問
を
意
味
し
な
い
。
私
が
こ
の
池
田
論
文
を
引
用

す
る
意
図
は
、
『
龍
硲
精
舎
』
本
が
胡
本
の
重
刻
本
だ
と
い
う
可
能
性
を

示
す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
私
の
こ
の
意
図
は
、
池
田
氏
の
指
摘
の
意
図

と
同
じ
で
は
な
い
。

⑭
清
代
の
諸
私
撰
の
書
目
に
、
六
巻
の
記
録
と
し
て
、
よ
く
で
て
く
る
。

例
え
ば
、
（
甲
）
錢
謙
益
『
絡
雲
櫻
書
目
』
巻
二
の
記
載
。

（
乙
）
錢
曽
『
述
古
堂
蔵
書
目
』
巻
二
の
記
載
。
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